
は
、
条
例
案
に
対
す
る
質
疑
や

反
対
意
見
も
な
く
、
提
案
者
と

菅
野
議
員
だ
け
の
賛
成
で
否
決

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

県
内
の
多
く
の
自
治
体
で
給

　

「
義
務
教
育
は
無
償
」
と
憲
法

で
謳う

た

わ
れ
て
お
り
、
学
校
給
食

は
食
育
と
し
て
教
育
の
一
環
と

位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
三
田
議
員
と

と
も
に
、
12
月
議
会
で
学
校
給

食
無
償
化
の
条
例
案
を
初
め
て

提
出
し
ま
し
た
。

　

給
食
費
の
無
償
化
に
よ
り
、

未
納
や
滞
納
に
よ
る
心
理
的
負

担
の
解
消
や
経
済
的
負
担
の
軽

減
と
な
る
こ
と
が
、
文
科
省
の

報
告
（
２
０
１
７
年
７
月
）
で

も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
昨
年
６
月
、
千
葉
県

議
会
で
県
教
育
長
は
、
給
食
無

償
化
支
援
の
検
討
を
始
め
る
と

答
え
て
い
ま
す
。
千
葉
県
内
で

は
、
18
市
町
が
無
償
化
を
実
施

し
て
お
り
、
政
令
市
の
千
葉
市

で
も
昨
年
４
月
よ
り
第
３
子
以

降
の
給
食
費
無
償
化
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
八
千
代
市
議
会
で

発行：日本共産党八千代市議団
☎047(483)1151
市役所議員控室　内線3416
http://jcp-yachiyo.jp/

市政へのご意見、ご要望を
お寄せください

八千代
市議団
ニュース

日本共産党

２０２２年（新春号）
12月議会の活動を中心に作成しています
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ブラック企業雇用問題･サラ金・医療・介護・
年金・税金・教育・子育て・生活保護・地域の要
求。何でもどうぞ！

【日時】奇数月 第３木曜日
 　　 午後２時～４時
【場所】市役所４階 日本共産党控室

無料法律
相談会
弁護士が相談に
応じます

※予約が必要です

八千代市議団日本共産党日本共産党

　八千代市では、コロナ禍における徴収猶予の

「特例制度」を活かしきれず、市税滞納者に対す

る差し押さえ件数が増えています。また、コロ

ナ禍以前の滞納者は、「特例制度」の対象者では

ないと決めつけ、徴収猶予をしていません。税

の分納についても市民相談で約束した金額を

勝手に増額し、差し押さえに追い込むなど、納

税者に冷たい対応が目立ちます。

　これでは市が「相談してくれれば差し押さえ

はしない」と言っても市民は安心して相談する

ことはできません。また、相談に来ない市民を

悪質と判断し、機械的に差し押さえる方針は改

めるべきです。債権管理条例制定時の市の解説

は、①納付交渉や納付相談、②資力の見極め、③

徴収猶予、④差し押さえ　となっています。

　差し押さえありきではなく、納税者目線に

立った親切丁寧な対応を求めます。

食
費
無
償
化
の
動
き
が
出
て
い

る
な
か
、
無
償
化
の
是
非
に
つ

い
て
、
ま
と
も
な
議
論
も
無
く
、

黙
殺
す
る
よ
う
な
議
会
で
良
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
国
際
会

議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
６
）
は
、
「
今
世

紀
後
半
ま
で
に
世
界
の
気
温
上

昇
を
産
業
革
命
以
前
と
比
べ
て

１
・
５
度
に
抑
え
る
努
力
を
す

る
」
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
気

温
上
昇
を
抑
え
る
た
め
各
国
に

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減
を
求
め

て
い
ま
す
。

　

日
本
は
、
世
界
で
５
番
目
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
国
で
す
。
世
界
の

批
判
を
受
け
、
２
０
３
０
年
ま

で
の
削
減
目
標
を
26
％
か
ら

46
％
に
引
き
上
げ
ま
し
が
、
石

炭
火
力
発
電
所
の
増
設
を
進
め

て
お
り
不
名
誉
な
「
化
石
賞
」

　

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
で
、
中
小

業
者
や
臨
時
・
パ
ー
ト
で
働
く

非
正
規
の
方
の
生
活
は
危
機
に

瀕
し
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
金
や
緊
急
小
口
資
金
の
制
度

を
活
用
す
る
よ
う
求
め
て
い
ま

す
が
、
貸
付
の
た
め
い
ず
れ
は

返
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

就
学
援
助
助
成
制
度
の
入
学

準
備
金
は
、
現
在
入
学
直
前
に

支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
質
問
で
中
学
校
の
入
学

準
備
金
に
つ
い
て
支
給
額
の
増

と
、
流
山
市
の
よ
う
に
制
服
の

申
し
込
み
が
始
ま
る
12
月
に
前

倒
し
て
、
支
給
を
行
う
よ
う
求

め
ま
し
た
が
、
教
育
長
は
、
実

施
す
る
気
の
な
い
冷
た
い
答
弁

　

八
千
代
台
東
の
住
民
の
方
か

ら
、
「
近
隣
公
園
へ
の
道
路
と
し

て
使
っ
て
い
た
の
に
、
突
然
閉

鎖
さ
れ
て
し
ま
い
、
困
っ
て
い

る
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

12
月
議
会
で
、
防
災
・
防
犯

の
観
点
か
ら
も
市
が
積
極
的
に

対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
訴

　

八
千
代
緑
が
丘
駅
か
ら
高
津

団
地
方
面
へ
向
か
う
途
中
に
は
、

な
か
な
か
繋
が
ら
な
い
都
市
計

画
道
路
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
道
路
が
12
月
議
会
の
補

正
予
算
に
よ
っ
て
、
い
よ
い
よ

工
事
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
予
算
で
は
、

用
地
の
90
セ
ン
チ
掘
り
下
げ
と

下
水
道
工
事
の
み
で
す
。

　

開
通
は
来
年
度
以
降
の
予
算

次
第
に
な
り
ま
す
が
、
せ
め
て

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

八
千
代
市
は
「
２
０
５
０
年

ま
で
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を
実
質
ゼ

ロ
に
す
る
」
と
宣
言
し
て
い
ま

す
が
、
２
０
３
０
年
ま
で
の
削

減
目
標
は
22
％
で
す
。
低
す
ぎ

る
目
標
の
引
き
上
げ
を
市
に
求

め
た
と
こ
ろ
、
「
国
や
県
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
決
め
る
」
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

市
庁
舎
や
公
共
施
設
な
ど
へ

の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
設
置
や

営
農
し
な
が
ら
農
地
を
発
電
に

活
用
す
る
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
る
八
千

代
市
の
農
家
を
支
援
す
る
な
ど
、

市
独
自
の
取
り
組
み
を
進
め
る

べ
き
で
す
。

学
校
給
食
無
償
化
へ
初
の
条
例
提
案
生
活
困
窮
者
へ
の

避
難
通
路
の
確
保
を

10
万
円
給
付
が
実
現 

地
球
の
温
暖
化
を
止
め
よ

地
球
の
温
暖
化
を
止
め
よ

八
千
代
市
独
自
の
対
策
を

八
千
代
市
独
自
の
対
策
を

自
・
公
・
保
守
は
議
論
も
な
く
黙
っ
て
否
決

自
・
公
・
保
守
は
議
論
も
な
く
黙
っ
て
否
決

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
、
生
活
困
窮
者
に
対
す
る

給
付
を
実
現
す
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

　

国
民
の
声
に
押
さ
れ
国
は
、

12
月
の
臨
時
国
会
で
、
生
活
困

窮
者
（
生
活
保
護
利
用
者
を
含

む
）
に
対
す
る
10
万
円
給
付
の

実
施
を
決
め
ま
し
た
。

を
し
ま
し
た
。

　

中
学
校
の
入
学
準
備
金
の
支

給
額
は
現
在
６
万
円
。
市
内
の

中
学
校
で
、
入
学
に
か
か
る
最

低
費
用
は
５
万
７
３
９
４
円
。

最
高
額
は
７
万
６
１
２
８
円
と

高
額
で
あ
り
、
こ
れ
で
は
替
え

の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
や
体
操
服
は
買

え
ま
せ
ん
。
実
態
に
則
し
た
制

度
に
改
善
す
べ
き
で
す
。

都
市
計
画
道
路

   
開
通
へ
向
け
て

都
市
計
画
道
路

   
開
通
へ
向
け
て

歩
行
者
だ
け
で
も
通
行
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
利
便
性
向
上
の
た
め

に
、
引
き
続
き
市
民
の
声
を
届

け
て
い
き
ま
す
。

え
ま
し
た
。
市
は
、
「
過
去
に
、

道
路
と
し
て
認
定
し
て
い
た
も

の
で
は
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、

「
地
元
の
町
会
等
を
通
し
て
要
望

が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
住
民
の
安

全
・
安
心
の
確
保
に
向
け
、
全

力
で
頑
張
り
ま
す
。

機械的な差し押さえをやめよ

就
学
援
助
制
度
の
拡
充
を

就
学
援
助
制
度
の
拡
充
を

就
学
援
助
制
度
の
拡
充
を

就
学
援
助
制
度
の
拡
充
を

八
千
代
台
東
３
丁
目

阿蘇保品のソーラーシェアリング阿蘇保品のソーラーシェアリング



２０２１年１２月議会
主な議案・日本共産党など提出の発議案に対する議決結果

果
結
決
議 賛成数

反対数

日本共産党 市民クラブ 自由民主党 公明党 絆 新未来
野
菅
田
三

口
堀
川
飯
原
伊
田
植 嵐 澤

小
田
澤
村
西
島
花
文
隆
林
東
伊
澤
野
江
塚
大
巳
辰
田
成
彦
利
林
下
木
田
正
永
末
川
立
川
緑
澤
大
本
塚
内
宮
野
河
口
山

令和３年度八千代市一般会計補正予算（第
９号） 可決 賛成20反対7 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ×

指定管理者の指定（八千代市総合生涯学習
プラザ） 可決 賛成22反対5 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

「選択的夫婦別姓制度の導入を国に求める
意見書」の提出を求める請願 否決 賛成7

反対20 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × ○

八千代市学校給食費の助成により実質無償
化を実施する条例の制定 否決 賛成6

反対21 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○

子ども医療費の助成の高等学校卒業までの
拡充を求める決議 否決 賛成5

反対22 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○

ジェンダー平等の視点から必要な法整備
を行うよう求める意見書 否決 賛成7

反対20 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × ○

八千代市子どもの権利条例の制定に向け
て取り組むことを求める決議 否決 賛成5

反対22 ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ○

　

服
部
市
長
は
市
庁
舎
建
て
替

え
に
つ
い
て
、
９
月
議
会
で
基

本
計
画
の
一
部
見
直
し
、
基
本

設
計
の
見
直
し
を
行
う
と
表
明

せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
は
、
５
月
の
市
長
選
挙

で
、
「
市
庁
舎
建
て
替
え
で
１
１

７
億
円
（
う
ち
借
金
は
お
よ
そ

90
億
円
弱
）
も
か
け
て
進
め
て

い
い
の
か
」
と
の
市
民
の
運
動

と
た
た
か
い
が
、
市
を
突
き
動

か
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

市
は
、
今
後
の
見
直
し
の
具

体
化
と
し
て
、
「
教
育
委
員
会
庁

舎
は
新
庁
舎
へ
の
集
約
は
行
わ

ず
、
新
庁
舎
は
、
現
状
と
同
程

度
の
規
模
に
す
る
」
と
述
べ
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
総
事
業

費
は
30
億
円
ほ
ど
縮
減
で
き
る

と
し
、
「
令
和
８
年
度
の
春
頃
に

新
庁
舎
で
の
運
用
を
開
始
し
た

い
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
当
初
の
計

画
か
ら
も
大
幅
に
遅
れ
を
き
た

し
、
い
つ
大
地
震
が
起
き
る
と

も
知
れ
な
い
状
況
の
も
と
、
市

民
と
職
員
の
安
全
・
安
心
を
考

　

高
津
団
地
と
と
も
に
地
域
の

買
い
物
場
所
と
し
て
、
歩
ん
で

き
た
リ
ブ
レ
京
成
が
昨
年
の
８

月
末
に
閉
店
し
ま
し
た
。

　

議
会
で
、
高
津
団
地
に
は
、

高
齢
化
に
よ
り
買
い
物
が
困
難

と
な
り
、
自
分
で
買
い
物
を
す

る
喜
び
を
失
っ
た
市
民
が
少
な

く
な
い
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

市
議
会
は
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
連

携
し
た
住
宅
政
策
の
推
進
を
図

る
決
議
を
全
会
一
致
で
可
決
し

　

第
44
回
国
連
総
会
で
「
子
ど

も
の
権
利
条
約
」
が
採
択
さ
れ
、

日
本
は
１
９
９
４
年
に
批
准
し

ま
し
た
。
同
条
約
は
、
「
生
き
る

権
利
」、
「
育
つ
権
利
」、
「
守
ら

れ
る
権
利
」
及
び
「
参
加
す
る

権
利
」
の
４
つ
の
権
利
を
定
め

て
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
現
在
、
全
国
で
52

の
自
治
体
が
「
子
ど
も
の
権
利

に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、

　

国
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
の
た
め
に
、
多
額
の
税

金
を
新
た
に
投
入
し
、
事
業
費

は
な
ん
と
１
兆
８
千
億
円
も
の

巨
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

カ
ー
ド
の
普
及
率
は
、
い
ま

だ
に
40
％
程
度
で
す
。

　

進
ま
な
い
原
因
に
つ
い
て
、

ま
と
も
な
分
析
も
せ
ず
、
カ
ー

　

オ
ス
プ
レ
イ
反
対
の
市
民
集

会
が
12
月
４
日
に
薬
円
台
公
園

で
開
催
さ
れ
、
習
志
野
基
地
周

辺
か
ら
、
５
５
０
名
を
超
え
る

市
民
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
墜
落
を
繰
り
返

す
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
撤
回
と

訓
練
の
中
止
、
土
地
利
用
規
制

法
の
廃
止
を
訴
え
ま
し
た
。

　

国
は
、
土
地
利
用
規
制
法
を

制
定
し
、
基
地
の
周
囲
１
㎞
を

監
視
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
市

民
は
、
機
能
阻
害
行
為
と
み
な

　本年４月開校予定の阿蘇米本学園について、教育委

員会は、夢と希望が持てる学校になると説明していま

すが、本当でしょうか。

　教室配置では、小・中学生が隣同士で、授業や生活に

支障が出るおそれがあり、フロアー別けするなどの改

善要望が出ています。米本団地の保護者は、学童保育所

がなくなり子どもの迎えが困難となり、不安を持って

います。

　現在４校で６１名いる教員は、４１名と大幅に削減

されます。教育の質の低下や教員の過重労働が、懸念さ

れます。２０名削減の現実を見ると、教育委員会が強引

に進めた統廃合の真の目的が経費削減にあったので

はと思いたくなります。

　なお、３小学校の跡地利用は、当面、避難所・投票所と

し、放課後の体育館使用は既存の利用形態の継続を基

本に、年間７００万円程度の予算を、確保するというこ

とでした。

阿蘇米本学園阿蘇米本学園

オ
ス
プ
レ
イ
を
配
備
す
る
な

オ
ス
プ
レ
イ
を
配
備
す
る
な

日
米
合
同
訓
練
反
対

日
米
合
同
訓
練
反
対

高
齢
者
に
優
し
い

        

街
づ
く
り
を

子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
に

                  

多
額
の
税
金
を
投
入

さ
れ
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　

議
会
で
「
住
民
が
基
地
を
監

視
す
る
こ
と
が
シ
ビ
リ
ア
ン
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
あ
り
、
民
主
国

家
の
原
則
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
衛
隊
基
地
で
日
米

合
同
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
日
本
は
過
去
の
大
戦
の

反
省
か
ら
二
度
と
戦
争
を
し
な

い
こ
と
を
誓
っ
て
い
ま
す
。

　

憲
法
９
条

は
、
戦

争

の

放
棄
と
共
に

戦
力
及
び
交

戦
権
を
認
め

て
い
ま
せ
ん
。

戦
争
を
す
る

米
軍
と
の
合

同
訓
練
は
認

め
ら
れ
ま
せ

ん
。

　

八
千
代
市

が
平
和
憲
法

の

立

場

に

立
っ
た
対
応

を
す
る
こ
と

を
求
め
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
高
齢
者
が

い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら
し
や

す
い
団
地
を
つ
く
る
た
め
、
市

が
Ｕ
Ｒ
に
働
き
か
け
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。

不安だらけの開校不安だらけの開校

え
る
な
ら
、
５
年
間
延
長
さ
れ

た
国
の
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
を
活
用
し
て
、
耐
震
補
強
・

大
規
模
改
修
に
転
換
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
や
権
利
擁
護
委

員
会
等
を
立
ち
上
げ
た
自
治
体

も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
と
三
田
議
員
は

12
月
議
会
に
「
八
千
代
市
子
ど

も
の
権
利
条
例
の
制
定
に
向
け

て
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る
」

決
議
案
を
提
出
し
ま
し
た
が
、

「
条
例
の
制
定
」
を
求
め
て
い
た

公
明
党
も
反
対
に
ま
わ
り
否
決

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ド
の
新
規
取
得
者
に
対
し
、
最

大
２
万
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る

と
い
う
、
利
益
誘
導
策
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

国
が
、
ま
と
も
な
個
人
情
報

保
護
制
度
も
作
ら
な
い
ま
ま
、

民
間
に
利
活
用
さ
せ
る
こ
と
の

危
険
性
が
一
層
浮
き
彫
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
運
動
と
た
た
か
い
で

市
庁
舎
建
て
替
え
見
直
し
へ

12 月 4日　船橋市薬円台公園で開催された市民集会12月 4日　船橋市薬円台公園で開催された市民集会
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